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特集
センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム
自分で守る健康社会拠点

超高齢社会を迎えた日本。老いも若き
も健康で幸せな未来社会を作るにはど
うすべきか。センター・オブ・イノベー
ション（COI）プログラムの東京大学「自
分で守る健康社会拠点」が見据える未
来社会像と、その実現に向けて開発が
進められている健康状態の可視化技術
や、健康への意識を高め、行動変容を
促す取り組みを紹介する。
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1人1人が健康を「自分ごと」に
人生の階段を元気に上る社会

池浦 富久
プロジェクトリーダー
東京大学 COI 研究推進機構　
機構長
1976年 九州大学大学院工学研
究科修士課程修了。同年 三菱化成
工業（当時）入社。三菱ケミカル
ホールディングス執行役員、同顧
問、三菱化学常務執行役員などを
歴任。2013年より現職。

い け う ら  と み ひ さ

鄭 雄一
研究リーダー
東京大学 大学院工学系研究科／
医学系研究科　教授
東京大学 COI 研究推進機構　副機構長

1989年 東京大学大学院医学系研究科修了。
医学博士。米国マサチューセッツ総合病院内分
泌科研究員、ハーバード大学医学部助教授、東
京大学大学院工学系研究科教授などを経て、
2016年より東京大学大学院医学系研究科教
授（兼務）。13年より東京大学COI研究推進機
構副機構長。
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1枚のチップに試験管10万本
1分子解析で生命の謎に迫る

過去を育てて、未来をつくる
滋賀県立大学 地域共生センター 
助教
上田 洋平
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入院を外来に、外来を家庭に、
家庭で健康に04

痛みなく高精度な検診装置で
乳がんを早期発見10

声でストレスを数値化
スマホが「心の血圧計」に07

日本は総人口に占める65歳以上人口が27パーセントを超える超高齢社会を迎えた。少子化対策が劇的に進展しない限り、
高齢者の割合は今後も増加を続け、2040年には35パーセントを超えるとの推計もある。老いも若きも健康で幸せな未来社会
を作るにはどうすべきか。センター・オブ・イノベーション（COI）プログラムの東京大学「自分で守る健康社会拠点」では、健康
に関する意識を高め、行動や習慣の見直しを促すことで、この問題の解決につなげようとしている。

12月号特集では、東京大学COI拠点が見据える未来社会像と、その実現に向けて開発が進められている健康状態の可視化
技術や、健康への意識を高め、行動変容を促す取り組みを紹介する。
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